
紹

介

第
鵬
十
識
巻
、
箪
…
論
號

噸
顯
鰻

聞
回
葺
脳
㊦
議
勺
。
霞
団
①
“
目
ず
②
罎
帥
奔
貯
騎
。
楠
図
c
q
驚
屑
酔

ド
。
謬
繕
。
嵩
同
蕊
り
・
亨
冒
・
閑
く
團
．
囮
Q
o
Q
o
・
覧
●
◎
◎
b
の
・

　
凡
そ
埃
及
撃
を
口
に
す
る
者
は
、
倫
敦
大
弓
、
埃
及
畢
教
授
た
る
著
者
の

名
［
を
知
ら
ぬ
筈
は
な
い
。
教
擾
は
　
八
五
窪
年
六
月
三
日
チ
ア
ー
ル
ト
ソ

（
O
ず
髪
開
。
ロ
）
で
生
、
れ
て
濫
る
か
ら
、
鼠
本
流
に
数
へ
る
と
宛
も
八
十
八
歳

に
あ
た
る
そ
の
誕
生
日
に
本
書
を
紹
介
の
筆
を
と
る
の
は
感
慨
無
量
な
る
も

の
が
あ
る
。

　
著
者
が
序
に
於
て
、
襲
に
著
述
し
た
事
書
よ
り
な
る
埃
及
史
、
並
に
、
難

誌
「
古
代
埃
及
」
（
吾
ρ
o
冨
箕
国
α
奄
く
営
）
一
り
銀
b
◆
随
い
∂
O
に
設
け
る
も
の
と
の

關
聯
を
指
摘
し
、
本
文
に
人
っ
て
、
受
手
及
永
系
の
生
成
、
人
類
の
佳
込
に

筆
を
．
お
こ
し
、
　
石
器
時
短
ハ
の
掌
小
し
ょ
り
、
　
副
ア
ル
　
。
タ
サ
（
］
9
Φ
一
暁
］
リ
ロ
ω
餌
）
㎜
馴
、
　
バ

ダ
リ
（
し
d
p
。
鼠
憎
）
期
の
潰
…
物
を
論
い
て
居
…
る
．
、
こ
れ
は
雛
伯
渚
に
依
れ
ば
、
後
藩

は
西
暦
紀
元
前
七
五
〇
〇
年
頃
に
始
ま
る
と
し
て
唐
る
。
こ
の
期
に
は
土
器

の
製
洗
の
他
に
婦
人
傑
等
が
見
ら
れ
、
象
牙
細
工
も
存
し
て
煽
る
と
説
く
。

　
次
に
ア
ム
ラ
i
（
》
ヨ
茜
ε
期
を
前
後
に
分
っ
て
、
こ
の
後
期
に
は
、
下

埃
及
の
王
冠
と
な
っ
た
も
の
が
既
に
表
は
れ
艦
り
、
…
燧
石
細
…
工
が
鍛
程
進
ん

だ
と
し
て
屠
る
。
ゲ
ル
ゼ
ー
（
O
禽
N
Φ
剛
ご
期
に
於
て
は
、
始
め
て
硝
子
の
破

片
あ
る
を
説
き
、
銅
の
使
川
登
園
が
、
錆
・
斧
・
短
劇
と
な
っ
た
こ
と
を
示

し
て
履
る
。
そ
の
他
、
こ
の
期
は
遊
戯
の
道
其
が
表
は
れ
、
球
を
醸
し
て
員

的
物
を
倒
す
類
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
更
に
セ
マ
イ
ネ
ー
（
ω
①
ヨ
鉱
⇒
①
ゴ
）
期

に
は
文
學
の
起
源
と
も
見
ら
れ
る
も
の
が
表
は
れ
て
量
る
と
説
い
て
留
る
。

　
期
く
し
て
、
蕪
に
王
朝
以
前
の
時
代
が
睡
る
。

　
著
者
は
進
ん
で
、
薫
朝
以
蘭
に
王
と
も
見
る
べ
き
渚
が
あ
り
鴛
た
と
の
考

　
へ
を
承
し
て
屠
り
、
且
、
第
｝
王
朝
の
始
め
を
、
紀
元
三
四
総
二
〇
年
と
な

せ
る
が
、
埃
及
史
、
第
一
巻
、
　
一
九
に
瓢
∴
年
の
改
．
訂
版
（
十
・
版
）
の
紀
元
前
五

五
四
六
年
な
る
と
比
べ
て
、
千
工
百
年
も
繰
下
げ
ら
れ
た
。
尤
・
も
箭
記
の
通

り
、
「
古
代
埃
及
に
」
は
紀
元
前
四
逆
二
六
年
と
し
て
聡
る
。
（
》
局
．
お
ω
い

℃
嘗
H
や
嶺
）
。
以
下
こ
の
種
の
年
代
の
こ
と
は
省
略
す
る
。

　
第
一
王
朝
は
、
文
學
の
上
に
、
御
飾
贔
に
、
そ
の
他
の
美
術
工
藝
晶
に
於

て
長
足
の
…
運
歩
を
な
し
、
漸
次
、
古
王
國
交
化
の
極
盛
、
第
四
王
朝
に
秘
し

更
に
衰
…
退
の
迫
り
つ
」
あ
る
を
叙
し
て
居
る
。

　
第
十
二
王
朝
の
興
隆
ま
で
の
、
比
較
的
史
料
の
少
．
い
時
期
に
つ
い
て
、
或

．
は
欝
酋
藁
方
面
よ
り
の
山
難
壁
を
と
き
、
或
は
ド
リ
ヤ
祐
妖
（
U
o
ユ
p
コ
）
と
の
接

腸
を
暴
げ
て
、
そ
の
推
理
の
上
に
大
家
と
し
て
の
賞
藤
を
示
し
て
澱
る
と
思

は
れ
る
。

　
精
功
、
透
微
の
交
化
を
有
し
た
第
十
二
王
刺
を
と
い
て
、
紅
花
…
岡
岩
の
贋

棺
の
計
測
の
精
確
な
る
こ
と
僅
か
に
、
　
一
翼
の
四
百
分
の
一
の
誤
差
が
鹸
せ

ら
れ
る
の
み
と
し
、
是
、
實
に
古
代
埃
及
を
通
じ
て
誇
り
鴛
る
と
し
て
讐

る
。

　
ヒ
ク
ソ
ス
（
踏
覧
拐
。
ω
）
に
つ
い
て
も
、
ヒ
ッ
チ
（
＝
諄
甑
）
と
の
關
係
を
と
き

ヒ
ク
ソ
ス
の
武
器
よ
り
…
遊
戯
の
道
具
、
に
迄
及
ん
で
煙
る
。

　
最
後
、
第
十
八
王
朝
以
降
は
…
章
の
内
に
細
…
め
て
厩
り
、
ミ
女
二
9
悉
欝
ー

コ
勤
）
の
影
響
、
ミ
ヶ
ナ
イ
ハ
7
尊
開
①
冨
p
。
o
）
の
藝
術
、
更
に
波
姫
、
希
搬
と
の
「

闘
係
に
亙
っ
て
屠
る
。

　
以
上
の
如
く
、
本
書
は
比
較
的
多
く
の
頁
数
を
王
朝
以
前
の
叙
蓮
に
制
宛

（一150）



て
曳
履
り
、
董
朝
　
以
後
、
殊
に
斬
　
王
國
以
降
は
蜜
・
ろ
、
餅
…
…
単
す
ぎ
な
い
か
と

患
は
れ
る
程
で
あ
る
。
こ
の
澱
は
在
來
の
古
代
埃
及
を
と
く
乳
め
と
無
程
差

異
が
あ
る
。
素
よ
り
書
名
が
埃
及
の
生
成
で
あ
り
、
そ
の
崩
壌
過
程
に
つ
い

て
は
省
略
せ
ら
れ
た
る
黙
の
多
い
こ
と
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
ラ
ン
ケ
（
幻
鋤
三
（
①
）
は
串
熟
よ
り
、
口
木
流
に
｛
数
へ
て
八
十
∴
…
認
成
に
て
近
代
民

主
政
治
（
鼠
O
昏
嵩
∪
Φ
葭
0
6
δ
O
貯
ω
）
を
著
述
し
た
プ
ラ
イ
ス
（
b
ご
蔓
O
①
）
、
の

高
齢
侮
、
健
筆
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
へ
る
と
典
に
、
叢
に
太
響
の
蕃
麟
の
健

康
を
観
し
て
、
江
湖
に
推
臆
す
る
拙
い
紹
介
の
筆
を
説
き
た
い
。
〔
鵜
島
〕

ル
ネ
サ
ン
ス
の
ヒ
ー
マ
ニ
ス
ト
的
見
解

ワ
レ
ス
・
K
・
フ
ア
ー
ガ
ソ
ン

類
崖
ヨ
p
二
重
舞
く
δ
≦
o
摩
O
h
陣
げ
①
渕
O
嵩
鐵
ω
ω
重
三
O
Φ
輔
燧
巳
冨
O
O
激
’

男
。
茜
蕊
。
昌
（
掛
ヨ
の
瓜
鶏
昌
出
一
ω
δ
ユ
。
鮎
殉
①
〈
δ
妻
く
O
ド
卜
い
く
●

閉
9
ご

　
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
「
伊
太
利
ル
ネ
サ
ン
ス
の
融
化
」
を
め
ぐ
っ
て
若
起
さ
れ

た
所
謂
ル
ネ
サ
ン
ス
の
概
念
論
鶯
ほ
最
近
の
史
學
界
に
於
て
極
め
て
絢
欄
た

る
場
．
簡
を
展
關
…
せ
し
め
た
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
に
於
て
は
こ
の
論
雫
を
、

そ
の
頂
織
が
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
あ
る
近
代
甦
畢
・
史
の
一
部
と
し
て
見
得
る

に
至
っ
た
と
思
ふ
。
就
中
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
聞
す
る
批
判
串
最
《
重
要
な

る
部
分
は
、
彼
の
幻
術
に
勤
す
る
愛
驚
か
ら
謬
る
非
歴
史
的
な
．
謬
論
の
結

果
、
中
世
と
ル
ネ
サ
ン
ス
の
蓮
綾
性
を
無
毒
せ
ん
と
し
た
審
に
勤
ナ
る
も
の

で
あ
り
、
碧
通
そ
れ
ほ
ル
ネ
サ
ン
ス
人
肖
身
の
考
へ
か
ら
の
傳
統
を
受
訴
ぐ

・
も
の
と
さ
れ
る
が
故
に
我
々
は
こ
の
聞
題
を
徹
底
的
に
迫
求
ナ
る
た
め
に
は

ル
ネ
サ
ン
ス
入
朝
身
の
ル
ネ
サ
ン
ス
観
に
蓬
遡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
著
辮
の

主
た
る
H
的
は
か
、
る
見
地
に
立
つ
概
究
で
あ
る
か
の
様
に
思
れ
る
。
氏
は

こ
の
論
文
に
於
て
留
ご
賃
審
9
や
ゆ
霞
冒
の
置
の
如
き
軍
な
る
一
轍
の
「
褒

興
」
「
樽
生
」
の
語
に
ル
ネ
サ
ン
ス
精
騨
を
認
め
た
り
、
蒋
生
の
理
怠
の
哲
學

的
表
現
を
緑
道
的
理
念
よ
り
も
重
ん
じ
て
麹
求
し
て
行
っ
た
態
度
に
反
下
し

「
伊
太
利
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
作
品
中
の
『
再
生
』
も
し
く
は
『
申
合
』
の
問
題

に
謝
す
る
一
賞
し
た
、
全
篇
的
た
議
論
」
言
・
ω
）
の
考
察
を
試
み
て
み
る
。

　
論
文
の
構
成
は
政
治
に
増
す
る
も
の
と
文
化
に
關
す
る
も
の
と
の
二
部
に

分
た
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
は
近
代
史
學
の
開
拓
渚
で
あ
る
。
種
々
な
黙
で
抜
判
は

あ
ら
う
が
彼
等
の
歴
史
磯
明
の
中
で
第
一
流
の
も
の
は
順
い
瑚
瀦
、
論
理
整

然
た
る
甜
織
、
批
到
的
精
稗
等
を
持
て
る
鮎
に
於
て
中
世
の
素
朴
な
隼
・
代
記

の
水
準
を
遙
に
狡
く
も
の
な
る
事
ほ
否
定
出
來
な
い
。
し
か
・
も
彼
等
は
駆
史

を
軍
な
る
憩
の
雷
斧
の
油
単
と
は
見
ず
に
人
間
的
動
囚
に
よ
り
動
か
さ
れ
た

入
閣
の
記
鋲
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
分
入
交
主
義
岩
が
教
養
あ
る

市
民
と
し
て
新
興
國
家
の
實
際
政
治
と
外
交
と
を
代
表
し
た
事
に
よ
る
の
で

あ
ら
う
。

　
中
世
に
於
て
は
ロ
ー
マ
帝
國
は
ダ
ニ
エ
ル
懲
の
第
四
帝
國
で
あ
る
と
さ
れ

膏
國
永
績
は
申
世
入
．
の
信
念
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
ロ
ー
イ
、
の

文
化
、
帝
國
解
題
後
の
暗
黒
隠
代
、
交
化
の
復
二
等
の
．
薫
別
は
認
識
さ
れ
得

な
い
。
帝
國
の
淡
落
に
氣
付
い
た
も
の
も
そ
れ
は
世
界
が
終
減
へ
討
つ
く
野

史
の
一
幽
面
的
嚢
微
の
徴
勲
ハ
と
考
へ
た
。
ダ
ン
ナ
の
帯
國
翻
∵
も
こ
の
範
閲
を
出

〈．i；V）1）
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